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快適な天気、多様なプログラム

霊的な跳躍　2009年マンミン夏のキャンプ

手に止まったトンボを見て幸せそうな聖徒

キャンプ場に現れた直線の虹

キャンプ場はどこでも、トンボが聖徒の手、頭、肩などに止まって、幸せを加えた

男女宣教会のキャンプの教育

六つの連合会のキャンプファイア 男女宣教会のキャンプの運動会

神様が造られた自然の中、神の武具を身に着ける時、
2009年マンミン夏のキャンプが8月3日から行われた。
「心」(ヨハネ15:7)というテーマで講師イ・ヒソン、イ・ミギ
ョン、チュ・ヒョンチョル、シン・ドンチョ、チョ・スヨル、ジ・
ジョンフン牧師のメッセージで自分の信仰を顧みて、マ
ンミン祈梼院イ・ボンニム院長の「聖霊充満祈祷会」で
恵みと聖霊に満された。各宣教会の多様なプログラムで
神様の御心とビジョンを再確認する霊的な跳躍の契機
になった。

海外13か国から参加、不思議としるしがあふれる
日本、アメリカ、カナダ、インドネシア、中国、コスタリカ、
コンゴ、ケニアなど13か国から聖徒たちが慕って参加し
た国際的なキャンプであった。
また、キャンプのための堂会長イ・ジェロク牧師の祈り

が聞かれ、8月最初の週に豪雨になるという天気予報だっ
たが、雨も降らず、すがすがしい天気になった。神様は昼
は雲で太陽を遮ってくださり、虹や様々な形の雲、星の移
動など、驚くべきしるしと不思議を現してくださった。
どのキャンプ場にも参加者の手、頭、肩などにトンボが
そっと飛んで来てはとまり、キャンプの幸せを加えた。聖
徒たちは、神様がトンボによってご自身の子どもたちに特
別な思い出をプレゼントしてくださったことに感謝した。
トンボは蚊、蛾などを餌にしているので、害虫のいない快
適なキャンプになった。キャンプ場周辺のペンションの
主人や近所の人々は「山だから虫と蛾がたくさんいて、朝
は掃除が大変だったのに、マンミンのキャンプの時はどこ
かへ消えてしまった。皆さんが帰ってからまた虫が出てき
た」と不思議がった。

聖霊の帯で一つになる

8月3-5日まで全羅北道ムジュで開かれた壮年男女宣
教会キャンプにはマサン、ミリャン、テジョン、プサンなど
韓国の支教会と海外教区、中国教区が共に参加した。
マンミンの若者たち（大学、カナン、青年、マリア、パウ
ロ、光と塩の各宣教会）が「六連合宣教会キャンプ」とし
て8月3日から3泊4日で江原道フェンソン・現代ソンウリ
ゾートで一か所に集まった。聾唖人宣教会は3-5日まで全
羅南道ムアン万民教会で、中高生部は3-6日まで忠北ペ
クサン・ユースホステルで、主の愛宣教会は8月18-20日
まで江原道フェンソン世界ユースホステルでキャンプを
持った。
今回のキャンプで主の愛と聖霊に満されたマンミンの
聖徒たちは、世に出て行きキリストの香りを放つ備えをし
た。すべての日程に共におられ、斜視、結膜炎、喘息など
の病気がいやされ、家族が福音化されるなどの祝福を下
さった神様に、すべての感謝と栄光を帰す。ハレルヤ！

大阪万民教会　小林京子執事

神様は何でもできる　

今回、心の願いが叶えられ、2009年マンミン夏
のキャンプに参加できた。まず行って驚いた事は、
これこそが神様が共におられるという牧者の空間、
霊の空間を体験した事である。会場に足を踏み
入れた瞬間、今まで体験した事がないほど広い空
間で天が開かれているのが分かった。肉の思いが
完全にシャットアウトされ、真理の御言葉が天から
降り注がれるような感覚だ。さすが神に愛された世
界一のマンミン！
冬にはゲレンデ、夏には芝生が美しい広大な緑
の絨毯となる。そこに5000個近い椅子が秩序よく
並べてあり、巨大なスクリーンと音響機材の凄さに
も目を見張る。全ての面でスケールの大きさに驚く。
夕暮れ時に色とりどりのライトが美しくなる。そこに綺
麗なマンミンの聖徒達が集まって来る。虫や蚊な
どどこへ行ったのか、一匹も見えない。霊の空間を
破って集まってくる無数のトンボ。会場全体に飛び
交って皆を喜ばせてくれる。何とも不思議！　神様

は何でもできるんだという思いが私から離れない。
涼しい風があちらからこちらから吹く。もちろん、決ま
ったように太陽の周りにも月の周りにも美しい七色
の虹も出してくださった。まさしくこの世に現れた天
国だ。そんな期待感の中で賛美し、メッセージが始
まった。
メッセージは「心」をテーマに、1日目は素敵でパワ
フルなイ・ヒソン先生、2日目、正直で慰めのメッセー
ジをされる祈祷院長。共に心開かれ恵まれた。ヒソ
ン先生のメッセージ中、現在取り扱われている部
分について、聖霊様がそれを明け渡すように迫ら
れた。押し問答しながら、主に明け渡す決断をして
心の重荷を置いた。祈祷院長のメッセージの後
の祈りで、その罪をこれから完全に捨てる決断をし
た。また、帰国してから自分自身の心の変化に気づ
いた。それは、人間関係の中で敵である悪魔・サタン
に、相手を悪く思わせる「思い」を入れられていた事
だ。気がつくとそれが無くなった。私の悪が消え、敵も

行った。ハレルヤ！
キャンプ全体として「進め」この賛美が心に熱く残
る。<ヨエル 3:10>に「あなたがたの鍬を剣に、あな
たがたのかまを槍に、打ち直せ。弱い者に『私は勇
士だ。』と言わせよ。」とあるように、私たちを聖め、一人
一人が勇士として整えられ、主の軍隊としてカナン
（聖殿）に向かって前進するようにして下さったと思
う。ハレルヤ！
愛する牧者に出会わなければ、罪が赦されなか

った私。牧者は命の恩人です。私は命をかけて日
本に牧者と聖潔の福音を伝えていきます。その為
に祝福を受けるに相応しい器をも備えて行きま
す。今回このキャンプで有り余る温かいもてなしを
して下さった本教会、また、お世話下さった方々に
心からお礼を申し上げ、私の為に祈り、愛を表して
下さった金マルコ先生、モニカ先生にも心からの
感謝を捧げます。すべての栄光を神様にお帰し致
します。
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堂会長イ･ジェロク牧師

「私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがたひとりひとりに言います。
だれでも、思うべき限度を越えて思い上がってはいけません。

いや、むしろ、神がおのおのに分け与えてくださった信仰の量りに応じて、
慎み深い考え方をしなさい。」（ローマ12:3）

1. 信仰の段階による行ないの違い

聖霊を受けて救われた信仰の一段階と、
みことばどおり行なおうと努力する信仰の
二段階を経て、努力し続けると、神のことば
が守り行なえる信仰の三段階に至ります。こ
のようにみことばを守り行なう人が、心にあ
る罪の性質そのものも捨てると、信仰の四
段階に入ります。すると、神様が待ち望んで
おられる御霊の人の段階に入門するように
なります。
信仰の四段階は「主をこの上なく愛する信
仰」です。もちろん信仰の三段階でも「もしあ
なたがたがわたしを愛するなら、あなたがた
はわたしの戒めを守るはずです。」(ヨハネ
14:15)とあるように、戒めを守り行なうので、神
様を愛すると告白できます。しかし、まだ心
の罪の性質まで捨てたのでないので、少しは
申し訳ない気持ちがあります。きよい心で信
仰の四段階に至ったとき、大胆に「主を愛し
ています」と告白できるし、神様もその告白
を喜んでお受けになるのです。
たとえば、<テサロニケ人への手紙第一
5:16-18>に「いつも喜んでいなさい。絶えず
祈りなさい。すべての事について、感謝しな
さい。これが、キリスト・イエスにあって神が
あなたがたに望んでおられることです。」とあ
ります。信仰の二段階ではこのみことばを聞
いて知ってはいるけれど、試練や患難がやっ
て来ると、喜べなくてつぶやいて祈りをやめ
たりします。しかし、信仰の三段階では、困難
にあってもみことばどおり喜んで感謝するこ
とができます。
もちろん、三段階の入り口では、訓練があ
まりにも耐えがたく思われると、心から喜んで
感謝することはできなくて、時には「なぜこん
なことにあわなければならないのか」とつらく
思うこともあります。しかし、直ちにこのような
思いを退けて、みことばどおり感謝して喜ぶ
のが、信仰の三段階です。そのうち、三段階
の中盤以上になると、このように思うことはほ
とんどなくなり、心から喜んで感謝するように
なります。
一歩進んで四段階の信仰になると、大変
な苦しみにあって、生死の境目に立っても、
心の底から喜びが湧き上がるようになりま
す。すべてのことを働かせて益としてくださ
る神の愛をはっきりと信じるので、現実はい
くら苦しくて先が見えなくても、心はいつも
喜んで幸せなのです。神のことばに聞き従
うこと自体が幸せであり、神のみこころを行
なうこと自体が喜びなのです。信仰の三段
階の人がみことばどおり喜んで感謝すると
いっても、四段階の人とは差があります。
ある人は心が良くて、人によく仕えるので、
相手の心が安らぐように、相手が何かを要求
すれば全部聞いてあげようとします。ところ
が、相手があまり無理なことを要求すると、そ
れを聞いてあげるけれど、「あんまりだ」と思
ったりもします。しかし、相手をこの上なく愛

すると、火も水も辞さないし、自分が大変つら
くて苦しい立場にあっても、全くそう思わない
のです。相手に喜ばれようとする心があるだ
けだからです。
このように、神様をこの上なく愛して、神の
ことばを喜んで行なう信仰の四段階に入っ
てこそ、神様が人間を耕される目的にある程
度かなったと言えて、この時からまことの神
の子どもと言えるのです。

2. 信仰の成長において重要な要素: 
    心、 本性、器

ある人は長く信仰生活をしても、信仰の発
展があまりにも遅いです。数年経ち、十年経
っても、相変わらず信仰の二段階や三段階
の入り口から先に進めないでいるのです。一
方、ある人は初めて恵みを受けてから、みこ
とばを聞いたら直ちに決断して罪と悪を捨
てて、すみやかに霊の心を耕していきます。
このような差が生じる大きな理由の一つ
は、それぞれ生まれつきの心が違って、その
器が違うからです。人によって心に真理に逆
らうものがどれほど多いか少ないか、また、そ
の本性がどれほどまっすぐで美しいのか、そ
して器がどれほど良くて大きいのかは千差
万別です。これによって神のことばを慕う心
と、そのみことばを心に留めること、そして、そ
れをどのように行なうのかが変わってくるの
です。
まず、心について説明しましょう。もともと
アダムの心は神様が下さったいのちの種と
その種を取り囲んでいる真理の知識ででき
ていました。ところが、罪を犯してから、心に
あった真理の知識が抜け出て、代わりに真理
に逆らう知識、すなわち、罪と悪が入るように
なりました。このように心に入った罪と悪がそ
の子孫にも伝わって、その子孫は生きていき
ながら新たに罪と悪を自分で受け入れるよう
になります。ですから、人の心には、先祖から
受け継いだ気の中にある悪と、育ちながら受
け入れて作られたすべてのものが全部含ま
れているのです。心に悪が少ない人は、それ
ほど捨てるものが少ないから、聖められるの
も早いでしょう。
次に、どのような本性を持っているのかに
よって、どれほど切に善を追い求めるのかが
変わります。まるで磁石でも鉄を引き寄せる
力が強いものと弱いものがあるように、本性
がまっすぐで良い人は、根本的に良いもの、
完全なものを慕います。それで、真理を聞く
とすぐ「アーメン」と言って、心を尽くして聞
き従うので、すみやかに聖められるのです。
たとえを挙げると、肥えた良い地ならば、
種を蒔くとすぐ芽が出て育ち、良い実もたく
さん結べます。一方、やせた土には種を蒔い
てもよく芽が出ないし、実を結んでも中が詰
まっていないのです。もちろん良い地であっ
ても、よく耕されていなくて土が固まってい

て、雑草が生い茂っているなら、種を蒔いて
もすぐに良い実を刈り取ることは難しいで
す。けれど、農夫が耕そうとする気になれば、
やせ地よりは肥えた地のほうが雑草やいば
らを抜き取ることもやさしいです。
これと同じです。ある人は良い本性を持っ
て生まれたけれど、悪くつらい環境で育った
ので、心に真理に逆らうものがたくさん入力
された場合があります。この時は、雑草の多
い畑のようで、訓練を受けて罪を捨てる過
程が必要です。しかし、本性が良い人は、同
じように真理に逆らうものを持っていても、聖
められようとすると、それほど簡単に決断し
て捨てていけるのです。人からは悪くて荒々
しく見えても、神様は本性の良い人は将来ど
のように変えられるのかご存じなので、訓練
を通してきよくして尊く用いられるのです。
最後に、人の器があります。<テモテへの
手紙第二2:20-21>に「大きな家には、金や
銀の器だけでなく、木や土の器もあります。
また、ある物は尊いことに、ある物は卑しいこ
とに用います。ですから、だれでも自分自身
をきよめて、これらのことを離れるなら、その
人は尊いことに使われる器となります。すな
わち、聖められたもの、主人にとって有益な
もの、あらゆる良いわざに間に合うものとなる
のです。」とあります。これは人の心の器のこ
とを言っています。
器の材質、すなわち、金の器なのか銀の器
なのか、あるいは土の器なのかは、本性と密
接につながっています。一方、器の大きさは、
どれほど真理に属するものを入れるかによっ
て変わります。概して本性が良い人は、器も
それほど大きくて美しいし、器が大きくて良
い人は、本性もまっすぐで良い場合が多いで
す。
器が大きい人は心遣いも広いので、真理
を一つ聞くと、それよりもっと多くの分野で完
全に真理で行なえます。「一つ聞けば十を知
る」という言葉のように、神のことばを聞くと
き、文字の上だけで聞くのではなく、根本的
にその中に含まれた神様の心まで理解して
従おうとするからです。
器が大きくて良い人は、神のことばを聞く

とき、その意味を心に受け入れます。このよう
な人はみことばをそのまま心に実現して、信
仰がすくすく成長します。しかし、神のことば
を心に受け入れないで、自分の枠と義に合う
みことばだけを受け入れるなら、信仰の成長
が遅くなるしかありません。みことばをたくさ
ん聞いて学んだとしても、むしろそれによっ
て心が高くなって、自分の義と枠がさらに固く
なってしまったりします。
たとえば「人を自分よりもすぐれた者と思
いなさい。低くなって仕えなさい」このような
神のみことばを頭で受け入れる人は、さま
ざまな思いを働かせるようになります。相変
わらず心では自分のほうがすぐれているよう
で、相手の欠けているところが見えるけれど、
「仕えなさい」というみことばを聞いたので、

どうすれば良いのか計算するのです。自分の
心の高ぶりはそのまま置いて、表面では相手
に仕えたと言えるようにうわべで行なうことを
探すのです。
「この程度まですれば仕えると言えるだろ
うか？」「そこまで仕える必要はないのでは？
」このようにいつも計算して考えなければな
らないから、どれほどわずらわしいことでしょ
うか。このように自分からは熱心に仕えても、
その心自体が低くなって仕えたのではないの
で、仕えられる方からも相手の真心が感じら
れなくて、気まずくなることもあるのです。
神のことばを心に受け入れて、心から自分
を低くしようと努力する人は、どうしたら仕え
ることなのか、考えて悩む必要がありません。
心そのものが低くなれば、言葉、行ない一つ
が自然にへりくだり、相手の立場を尊重して
配慮する姿勢になるからです。こうなると相
手はその人に対するだけでも安らいで、休む
ようになるのです。
本性と器について理解しやすいように、た

とえを一つ挙げましょう。親が子どもに「部屋
が汚いから掃除しなさい、物を散らかさない
でちゃんと片づけなさい」と言うと、ある子ど
もは自分が散らかしたのではないと言って、
言うことを聞きません。また、ある子どもは散
らかした物を見えない所にしまいます。この
場合は、親の言うことを仕方なく聞くふりはし
ても、親の心が何かは考えることも、それを
心に受け入れることもしなかったのです。
もし親の言うことを本当に聞こうとして、そ
れを心に受け入れるなら、どうするでしょう
か？見えない所まで隅 ま々で掃除するだけ
でなく、いつも部屋をきれいにしようと努力
します。「掃除しなさい」という親の言葉の内
には、見えない部分まできれいにして、いつ
もきれいにしなさいという意図があることを
悟って、それを心に受け入れて従うのです。
一歩進んで、家だけでなく自分の習慣そのも
のを変えて、よく整理する人、きれい好きな
人に変えられるのです。
すべてのことが同じです。ふだん他人の言

うことを心に受け入れて、ささいなことでも真
実で忠実に行なう人は、神のことばを聞く時
も、心に受け入れてすぐみこころを敬い、従う
ことができます。そうでなくて、自分の立場だ
けで考えたり、目の前の過ちを避けてみよう
と目隠しだけする人は、神のことばを聞く時も
同じになりやすいです。
たとえ心と本性、器が生まれつきのものだ
としても、皆さんがどれほど心を善に変えら
れるために努力するのか、また、すべてのこと
に心をどのように広く遣うのかによって、聖め
られる速度も変わってきます。
金の器であろうが、銀の器であろうが、器
が大きかろうが小さかろうが、重要なのは自
分の心の器をきよめることです。心に善を積
みあげて、聖霊に助けられてこまめに罪と悪
を捨てれば捨てるほど、良い心と大きい器に
変えられて信仰の成長も早いのです。
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マンミン中高生夏のキャンプに参加して  飯田万民教会　熊谷澄香
今年のはじめ、選挙で学生宣
教会の会長の使命をいただ
きました。しかし、いったい何をど
うしたらいいのか、よくわからな
いまま、初夏を迎えました。本
教会の中高生夏のキャンプ
に参加することが決まり、それ
ぞれ目標をもって準備しました。
私も、学校の成績が上がるように

と願っていましたが、教会の奉仕などで
忙しく、なかなか満足できるくらいの勉強ができそうになかっ
たので、しっかりテスト勉強ができるようにと6月の飯田ハンカ
チ癒し聖会で堂会長先生のハンカチの祈りをもらいました。
6月29日-7月2日にテストがありましたが、朝早く起きて2時間
勉強しただけでテストを受けた時もありました。テスト範囲も
終わっていないのにテストをうけた教科もありました。
そんな状態だったので、自分では前回よりも良くない成績
だろうと思っていましたが、点数は全体的に上がり、順位もクラ
スで6位だったのが2位になり、学年では25位から6位になり
ました。ハンカチで祈って下さった堂会長先生と祈りに答えて
下さった神様に心から感謝しています。
私の家庭は、今年特別な恵みを受けています。私の母は癌

でしたが、堂会長先生のお祈りを受けて、今も元気に信仰生
活をしています。そのことにも、とても感謝していますが、母が祈
りと信仰で病気に勝利している姿を見て、教会に行っていな
かった父の心が動いて、礼拝に出席するようになりました。
今年の家庭礼拝のとき、柳承吉牧師先生が、偶像について
導いてくださいました。日本には家を建てるとき、屋根裏の一
番高いところに、家族の名前を記してまつる風習があるようで
すが、牧師先生のお話を聞いて、そのことに思い当った父と母
が、屋根裏からそれを取り除き、家中の偶像を見つけてきて、す
べてを火で燃やしました。その日、母はうれしくて眠れないとい
う体験をしたと、喜んで話してくれました。それから、父は毎週礼
拝に出席するようになり、ついには兄までも、礼拝に出席するよ
うになりました。

家族の救いは、長い間、母が願っていたことでしたが、堂会
長先生が、今年は祝福の年だとおっしゃったように、私の家に
も、大きな祝福がやってきたと思いました。礼拝に出席する父
と兄を見ながら、家族で教会に行けるというのは、とても幸せ
な事だと思っています。
8月2日、いよいよ夏のキャンプに参加するために韓国へ出
発しました。今回初めて韓国でのキャンプに参加して、日本で
はできなかった体験がいろいろできました。トンボがたくさん
自分のところに来てくれたり、夜空を見るときに、神様がいろん
なものを見せて下さいました。
聖会の時も、聖霊充満で熱く祈ることができ、異言の祈りも
いつも以上にしっかり祈ることができ、とても恵みと感謝があ
ふれる時間でした。
今回のキャンプでは、賛美祭に参加しました。たくさんの人
に助けられながら、熱心に練習してのぞみました。大きな舞台
で緊張しながらも、人気賞を頂き、ほんとうにうれしかったです。
また、運動会では思いもかけず、MVPを貰うことができました。
応援してくれた皆さんに感謝します。本当に祝福されてとても
うれしいときでした。
夏のキャンプに参加して、私は、学生会の会長として、もっと信
仰を成長させて、これからの飯田万民教会のリバイバルの
ためにも奉仕を通して先に立って頑張っていこうと決心しま
した。

第16回マンミン中高生賛美祭で人気賞受賞

チュンチョン万民教会(担任キム・
ドンホン牧師)のイム・スヒ執事は最
近、一日一日が空を飛ぶ気分だ。結
婚13年目で息子ソンギョル(現在1才)
を産んだ後、神様の愛をもっと感じる
からだ。
「初めには勉強と会社勤めのため
に子どもを持たなかったんですが、い
ざ赤ちゃんを産もうとしたら、できな
かったんです。有名な不妊クリニック
にも通ってみましたが、体に異常ない
としか言われませんでした。」
時が経つほど焦りが出て、自信が消
えた。「40才までに子どもができなけ
れば、養子縁組をしよう」と夫と相談
もした。寂しさをまぎらわすために、
捨て犬の面倒をみることが自分の仕
事だと考えたこともある。だが、孫を
待つ姑の期待も裏切れなかった。
2007年4月、姑の伝道で万民教会
に登録した彼女は、数多くのみごもり
の祝福の証しを聞いて、堂会長イ・ジ
ェロク牧師に何度も祈りを受けた。だ
がみごもらなかった。
「信仰というより、早く子どもがほしくて、何が何でも祈りを受
けていたようです。」
神様は、夫婦が互いに平和をつくりながら、まことの信仰を持
つのを待たれたのだろうか。その頃、夫イ・クァンギュ執事(カン
ウォン大学照明学科助教授)が教会で照明の奉仕をした。これ

をきっかけに堂会長イ・ジェロク牧
師に家族全員が祈りを受けた。
2か月後、体に異常を感じて産婦
人科を訪れると、待ちに待った妊娠
ではないか。家中がお祭りの雰囲気
で、姑は涙まで流した。その時、一
緒に祈りを受けた妹イム・ヒョンジ
聖徒も4年目にみごもり、喜びが増
した。何としてでもみことばどおり生
きて、喜びと幸せで仕えた夫婦に神
様が下さった祝福のプレゼントだっ
た。
「神様に感謝して、子どもの名前
をソンギョル（聖潔）とつけました。
妊娠を確認した日から、ソンギョル
の名前で感謝と建築献金などをさ
さげ始めました。」
江原道道庁に勤める彼女は仕事
が手に余る時もあった。だが、おなか
の子のためにでも各種礼拝とダニ
エル徹夜祈祷会を休まないように
努めた。妊娠6か月頃、早産の危機
があったが、堂会長イ・ジェロク牧師
の祈りを受けて安定した。彼女は臨

月でもソウルとチュンチョンを行き来して、恵みの機会に参加し
た。
4月5日（主）朝9時頃、男の子を安産した。子どもを産んだ後、
神様の魂への切ない愛を悟ったという彼女は「魂の救いのため
に献身して、神様の恵みに報いたい」と告白する。

結婚13年目にして授かった神様の贈り物、
息子ソンギョル

みごもりの祝福の祈り
待ちに待った妊娠だった。
家中がお祭りの雰囲気で
姑は涙も流した。

一緒に祈りを受けた妹も
4年目でみごもり、喜びを加えた。


